
キ

小
論
虫
が
教
え
て
く
れ
る

山
崎
裕

こ

と

ｊ

ス

巻
頭
言

子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
、

そ
の
先
に
あ
る
も
の
に

目
を
向
け
て

公
文
和
子

卜教 口゙ ・か
木 月

剣

年主題

こ喜んで
～すべての歩みの中～

ノ

尹 夕 ぶf　　　　　
1

ご゙じ ゛

2０２1 ＡＵＧ8

2
0
2
1
年
８
ｎ

１
日
兌
行
（
毎

月

―
刈
Ｉ
Ｕ

発

行

）
第
６
２
９
廿



Ｇ

ｔ
ｙ

収
？

め
汽
ざ

r
ｊ
「

１

～

ぬ
泗
司
り

Ｉ

Ｋ

馴

。
”

。’

：
;’
９

’９

習

聡

にミ

刺 早

信仰の導き手であり、

ろうではないか。

r: 旧 卜芦９･ ｉ 脂 ｆ ジ)

'rｙyｿﾀ゙ﾞｹ富丿
自
鮨
； ま

よ……
…

またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走

ｇ
・
ｉ

口

吾訳聖書・ヘブル人への手紙12章2

1986年度のキリスト教保育誌の年主題は「きり拓く」でした。若々しい、前向

きのテーマです。「きり拓〈」には〈力〉が必要です。どんな〈力〉が必要でしょ

うか。人の知恵や力も必要でしょう。それを否定はしません。しかし、本当に必

要なのは、イエスの力だと思います。「イエスを仰ぎ見つつ走ろうではないか」と

言われている通りです。

聖書の原文によれば、「導き手」は始めさせる方、「完成者」は目的に到達させ

る方、という意味です。ですから、イエスはスタートからゴールまで、一緒に走

ってくださる方、ということになります。それだからこそ、イエスは私たちにと

って〈力〉なのです。では、「イエス」という方は、どんな方でしょう。

イエスのたとえ話にこのような話があります。「ある人に二人の息子がいた。弟

息子が財産を分けてもらって旅に出た。けれども彼は、それを使い果たしてみじ

めな生活をしていた。その時、彼は、父のもとに帰って雇人として働かせてもら

おう、と考えた。財産を食いつぷした自分が、息子として受け入れてもらえると

は思えなかったのである。けれども、意外なことに、父は息子をゆるし、大喜び

で迎えてくれた」、といった話です。

ここには、イエスの精神が豊かに波打っています。この話の背後には、キリス

トの十字架のゆるしがあります。イエスは、彼のもとにやってくる人々を、それ

がどんな人であっても、あるがままの姿で「受け入れ」られたのです。

私たちが、あるがままで「受け入れ」られていること、人をあるがままで「受

け入れ」ること、これは、本当に豊かなものを生み出してくれます。「受容」とい

う言葉は、心理学の重要概念ですが、考えてみると「十字架」「ゆるし」にその源

があるように思うのです。

幼児教育に関わるようになって、子どもを「あるがままで」、「受け容れる」こ

との大切さをしみじみ思います。大げさに言えば、それは、乳幼児教育、いや教

育の根本原理ではないか、とさえ思います。それは、イエス・キリストの「ゆる

し」を抜きにし～ｆ゛４ ゝ 本当に理解できるだろうか、とも考えるのです。

岡本不二夫・執筆

ご・- ‾ｌ

当時･日本キリスト教団平塚教会牧師　附属平塚二葉幼稚園園長

1986年「キリスト教保育」誌4 月号より

一郁省略、 要杓してあり ます。 斬共同訳型沓では、ヘブライ人への手紙12:2です。
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